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草原を横切る細い道を５分も行くと，もうケム川である。ゆたかな枝々をやわらかく水面に垂ら
した柳の木が，朝もやの中にぼんやりと見える。その向こうのダーウィン・カレッジの古めかしい
建物は，川面に浮いているかのようだ。吐く息が目の前で白く広がる。12月も半ばが過ぎて，こ
こケンブリッジは急に寒くなった。
もうどれほど，この草原の道を行き来したことか。我が家からシティー・センターに出るには，
この道を通るのが一番近い。春から夏の終わりまで，いつも５頭の牛がいた。生まれたばかりの白
鳥のヒナが何羽も父鳥と母鳥の後に従って，いかにもヨチヨチという感じでケム川を泳いでいるの
を見たのも，この道からだった。
晴れ上がった日，草原はいつも陽光を求める人々でにぎわっていた。川沿いのパブからテイクア
ウェイしたワンパイントのビールグラスを片手に談笑する人もいれば，バーベキューを楽しむ若者
たちの大小の集団もあった。
いま，人影はない。観光客を乗せたパンティングのボートがあふれ，ときにぶつかったりするほ
どだった川面を白鳥が二羽，遊弋しているだけだ（あのヒナたちは無事成長して親離れしたのだろ
うか）。白鳥は，魚を取っているのか，ときおり長い首を水中に突っ込み，かなり長い時間，逆立
ちのようなかっこうをしている。
在学研究に出て８ヵ月になる。在外研究のねらいはむろん研究に専念できる時間を教員に与える
ことだろう。私自身，年来の研究テーマについて集中的に調べる時間を得て，どうやらかたちが見
えてきている。だが，多くの研究者にとって，存外研究はその本来の目的とは別の重要な側面を持
っているように思う。
いま手元に参照すべき文献がないので，うろ覚えなのだが，政治思想史家の丸山眞男がどこかで
学問研究における対象からの detachment の重要さについて説いていた気がする。detachment は，
つまりは距離を置くことである。だが，これは「対象を客観的に見る」という当たり前のこととは
少し違う。そこには，自身の研究そのものの意味を改めて見つめることが含意されている。丸山な
ら detachment の反対語として「惑溺」（福沢諭吉）をあげるだろう（実際，そういう説明をして
いたかもしれない）。対象から距離を置くことで，惑溺しているときには見えなかった自分が立っ
ている場所が見えてくるのである。
とはいえ，慣れ親しんだ環境の中にあっては，なかなか detachment できないのがふつうの研究
者だろう。在外研究は，いわば研究者に強制的 detachment の機会を与えるものといっていい。特
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に私のように日本の近現代を対象に「ジャーナリズム」について多少考えてきた人間にとって，当
地への在外研究はまさに detachment である。
こちらに来てできるだけ新聞やテレビのニュースなどに接することにしている。しかし，The 
Times にもBBCニュースにも Japan や Japanese の言葉が登場するのは本当にまれである。先ごろ
の衆議院総選挙による自民党政権の崩壊・民主党政権の誕生はさすがにかなり大きなニュースとし
て取り上げられていた。だが，これは例外だ。そのほかで記憶に残っているのは，市橋達也容疑者
の逮捕ぐらいだろうか。これはもちろん殺害された英会話講師がイギリス人女性だったからである。
日本を含む東アジア地域を欧米では古くから Far East と呼んだ。Near East （近東）とMiddle 
East （中東）があり，そのはるか先にある極東の国々。イギリスで生活していると，この地の人々
の意識において，日本はいまだにはるか遠くの「異国」ではないだろうかという気がしてくる。
『社会志林』本号が献呈される田中義久先生はかつてフランスやイギリスでの研究生活を送られ
た。先生にとって，その時代はどんな detachment の経験だったのだろうか。その経験はどのよう
な学的達成につながったのだろうか。もとより惑溺に遠い世界に先生はいただろう。だが，｢人
間」を語り，「社会」を論じる先生にとって，「人間」や「社会」はいまも昔も単に抽象的な存在と
してあったはずはない。だとしたら，この日本
4 4 4 4
からの物理的 detachment は，先生の学問において
も少なくない意味を持ったことだろう。かつて先生がたどったかもしれない思考と何がしか重なり
合うことを願いつつ，わが detachment のただ中で倉皇のうちに小文をつづり，本「記念号」の余
白を埋めさせていただく。
＊
リージェント・ストリートはケンブリッジの中心部の一角にある。ロンドン・ピカデリーサーカ
スのリージェント・ストリートの賑やかさには比べるべくもないが，それでもデパートや各種の店
舗が軒を連ねる繁華街である。
ここに裁判所があることを，ついこの間，初めて知った。
Newcomers & Visiting Scholars という会がある。ケンブリッジ大学関係者の夫人たちが中心に
なったボランティア組織で，私たちのような「新参者」のためにいろいろな催しを行ってくれる。
大学の学期中の毎週火曜日には大学センターで「コーヒーモーニング」を開催する。ほかにもカレ
ッジのマスターズ・ロッジでのアフターヌーンティーの会や季節ごとに趣向を凝らした催しがある。
「コーヒーモーニング」にはなかなか出席できないのだが，その他の催しで少しでも興味を持った
ものにはできるだけ参加するようにしている。
そのNewcomers & Visiting Scholars の11月の催しに“Law in Action”というのがあった。説明
に は「 法 律 と 裁 判 に 関 す る ト ー ク の 後，Magistrates’ Court を 訪 問 す る 」 と 書 い て あ る。
Magistrates’ Courtというのはまったく初耳だったが，どうやら裁判所の見学らしいとあたりをつ
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けて，早速参加申し込みをした。
そのMagistrates’ Court がリージェント・ストリートにあったのである。郵便局のあるビルとも
う一つ別のビルにはさまった３階建ての建物で，間口はそれほど広くない。隣の郵便局には何回も
行ったし，それ以外にもこの建物の前はたびたび通っていたのだが，裁判所であることは気が付か
なかった。
この裁判所の法廷を見学するのが，この日のメインの行事である。見学の前にやはりリージェン
ト・ストリートに面しているエマニュエル・カレッジのマスターズ・ロッジで Magistrates’ Court 
の説明があった。説明してくれたのは，Magistrates’ Court の Magistrate の１人である。
さて，まずは，Magistrate とMagistrates’ Court について説明しなければならない。といっても，
この日の見聞とその後多少調べた程度の知識しかない。専門家にはとっては「いまさら」というこ
とだろう。イギリス司法制度全体やその変遷，そこにおけるMagistrate とMagistrates’ Court の位
置といった点についてもふれる能力はない。小文の「ねらい」とのかかわりで以下，ごく簡単に記
したい。
手元の英和辞典で，Magistrate を引くと，
１　《裁判権》を持つ政務官，執政，為政者，統治者《国王・大統領から治安判事までを含む》
２　治安判事，下位裁判所裁判官《比較的軽微な犯罪を裁く，⇒JUTICE OF THE PEACE や 
⇒POLICE COURT の判事のこと》（以下，略）
　
と出ている（『リーダーズ英和辞典　第２版』研究社）。
イギリスのMagistrate に対する日本語の定訳は寡聞にして知らないが，内容的にはこの「２」
に当たる。しかし，後に述べるように，その実像は，私たちが「治安判事」や「下位裁判所裁判
官」という言葉からイメージするものとかなりかけ離れているだろう。
Magistrate が裁判をする裁判所が Magistrates’ Court である。一番下級の裁判所という意味では，
日本の簡易裁判所に相当するといえる。ただし，仕事の中身は日本の簡易裁判所とは相当に違うよ
うだ。同じイギリス（連合王国United Kingdom of Great Britain and Northern Ireland）といっても，
スコットランドと北アイルランドは他の地域とさまざまな面で違いがある。Magistrates’ Courtも
イングランドとウェールズにしかない。
マスターズ・ロッジのホールに現れた Magistrate は，中年の女性だった。実際にMagistrates’ 
Court で行われる判決の例などをあげながら，Magistrate と Magistrates’ Court の仕組みを解説し
てくれた。私が興味を覚えたのは，次の３点である。
①刑事事件の95パーセントが，Magistrates’ Court で決着する。
②Magistrate は法律の素人で，採用にあたって法律についての教育の有無は問われない。
③Magistrate は一般市民のボランティアで報酬はない。
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①については，後に調べた資料には97パーセントという数字もあった。どういうかたちでこの
制度が運用されているのかに関しては，後でふれるとして，この日，見学した Magistrates’ Court 
の実際について記しておく。
入り口でセキュリティ・チェックがあった。カメラは持ち込んではいけない。ただし，一定の決
まった時間であれば，だれでも見学できるとのことだった。２階にあがると，法廷が３つあって，
私たちはその１つの傍聴席にぞろぞろと入っていった。傍聴席は10数人分の座席があった。
新聞記者時代，一時期，司法担当をしていたので，法廷にはよく行った。私たちが見学した 
Magistrates’ Court は日本の地方裁判所の中規模の法廷より少し広い感じだろうか。正面に少し高
くなったひな壇（Magistrates’ Bench）があって，男女１人ずつ２人のMagistrate が座っていた。
法服のようなものは着ていない。男性はふつうのスーツにネクタイだ。Magistrates’ Court の審理
は通常３人のMagistrate で行うそうだが，このときはなぜか２人しかいなかった。
正面右側に壁で囲まれたブースのようなところがあって，そこに「被告」がいるらしかった。傍
聴席から顔は見えない。Magistrate のうちの男性の方が「被告」に質問していて，それに答える
声だけが聞こえた。
２人のMagistrate は相談して審理を進めているようだったが，ひな壇の前の机にいる男性にも
しばしば話しかけている。後で知ったことだが，この男性は法曹資格を持つ Clerk to the 
Magistrates で，法律の素人である Magistrate の，いわば「法律顧問」といった役どころらしかっ
た。この２列に対面して２人の人が立ったり座ったりして，MagistrateやClerk to the Magistrates
とやりとりをしている。ときに「被告」にも質問していた。私たちの方から見て右が「弁護人」，
左が「検察官」である。
私たちは小一時間ほど，この法廷にいたのだが，驚いたことにこの間に３人の「被告」の事件の
審理があった。Magistrates’ Court が下せる判決の上限は罰金最高5000ポンドと拘留最高６カ月ま
でである。これによって犯罪の対象はおのずと限定される。傍聴した事件の１つは暴力事件だった
ようだが，拘留４カ月の判決が出た。拘留4カ月ともなれば，素人にはあまり「軽微な犯罪」とは
思えない。こうした判決を法曹資格も特別の教育も経ていないMagistrate が下すのである（先の
「法律顧問」は相談にあずかるだけで，判決には関与しない）。
短い見学を終えてMagistrates’ Court を一歩外に出ると，そこはもうクリスマスを前にしてにぎ
わう繁華街だった。日本では裁判員制度が始まったようだが，同じ「司法への市民参加」といって
も，Magistrate と裁判員制度とでは何だか全然違うようだ―そんな思いが心に残った。
＊
そもそもいったいどういう人がMagistrate になるのだろうか。報酬のないボランティアという
のは本当だろうか。エマニュエル・カレッジのマスターズ・ロッジで説明してくれた女性の自信た
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っぷり，誇り高い話しぶりを思い浮かべながら，日本の裁判員制度との違いも含めて，いささかの
探究心が芽生えてきた。
日本の簡易裁判所と同じように，イギリス（イングランドとウェールズ）のちょっとした町には 
Magistrates’ Court がある。その数，約360。Magistrate の人数も膨大になるだろう。イギリス法
務省が発行している“SERVING AS A MAGISTRATE－a detailed guide to the role of JP”（“JP”
は Magistrate の別の呼び方 Justice of Peace のこと）には「約28000人」とあった。
応募や採用のプロセスはどうなのか。まず，応募資格である。18歳以上で定年は70歳。最低5年
間仕事をすることが求められているので，採用時点では65歳が上限となる。英国籍を持っていな
くてもいい。法曹資格や事前の教育については，先の女性の解説にあったように必要ない。この冊
子には，次のように記されている。
You don’t need any formal or academic qualifications. Nor do you need any previous legal 
training or experience.
とはいえ，18歳以上ならだれでも応募できるわけではない。“ESSENTIAL QUALITIES”として
６点が挙げられている。いずれもいささか抽象的であり，ニュアンスを損なわないために，そのま
ま引用しよう。
　　
①Good character: to have personal integrity and enjoy the respect and trust of others.
②Understanding and communication: to be able to understand documents, identity relevant 
facts, follow evidence and communicate effectively.
③Social awareness: to appreciate and accept the rule of law.
④Maturity and sound temperament: to have an awareness and understanding of people and a 
sense of fairness.
⑤Sound judgement: to be able to think logically, weigh arguments and reach a sound decision.
⑥ Commitment and reliability: to be committed to serving the community, willing to undergo 
training and to be in sufficiently good health to undertake your duties on a regular basis.
 
こんな「すばらしい人」はそんじょそこらにはいない，といった気がしてくるが，それはともか
く，分かりやすい制限の方では職業がある。警察勤務者（警察官だけでなく事務職員も含む）と各
種議会議員やその候補者（非公式，公式を問わず）は応募できない。その他，いつか応募できない
職種が具体的に示されている。なかには王立動物虐待防止協会職員といったものもあるのだが，要
するに，その人が Magistrate に選ばれた場合，利害関係の紛争を引き起こす可能性のある仕事と
いうことらしい。本人だけでなく，配偶者や近い親類にこうした職業の人がいる場合も応募できな
い。
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Magistrate になろうとする者はまず近くの Magistrates’ Court に行き，相談する。相談は通常，
１回では済まないとあるから，この段階で応募しようと思った人が断念するといったかたちで一定
のセレクトが行われるのだろう。この段階をクリアして初めて応募を申請する段取りになる。申請
書は実に16ページも及ぶ詳細なものである。
選考は各地域にある諮問委員会が行う。面接（２回行われるようだ）と利害関係等に問題はない
かのチェックを通じて，先の“ESSENTIAL QUALITIES”を備えた人物と判定されると，ようや
くMagistrate に採用される。申請してから採用に至るには，うまくいっても半年から１年はかか
るという。
次に，報酬である。先に参照した冊子の Q&A に次のように記されている。
Do I get paid?
No. Magistrates give up their time for the vital task of administering justice on a voluntary 
basis. However, many employers allow time off with pay for Magistrates. If you do suffer loss of 
earnings, you may claim a loss allowance at a set rate. You can also claim allowance for travel 
and subsistence.
「ボランティア」はちょっと「言いすぎ」といえないこともない。Magistrate としての報酬はな
く，voluntary basis なのだが，各種の手当は請求できるというわけである。
この各種の手当についてはすぐ後でふれるが，「ボランティア」にしても voluntary basis にして
も，どれぐらいの仕事をするのかということを抜きに考えるわけにはいかない。これも先のQ&A 
から引用しよう。
Is being a Magistrate time consuming?　
You are required to sit for a minimum of 26 half-days each year and to be available for full day 
sittings, although the average Magistrate sits for about 35 half-days a year.　(以下，略）
半日ずつだと最低年間26日。これを全日で計算することもできる。ただし，平均的な Magistrate 
は半日計算で年間35日，法廷で審理に当たっているというわけである。基本的にローテーション
方式で事件を担当する。土曜日や夜行われることの多い研修や会議はこの中にはいれない。
「 本 業 」 を 持 つMagistrateは， こ の 時 間 を ど の よ う に 捻 出 す る の だ ろ う か。Magistrates’ 
Association のウェブサイト（http:// www. magistrates-association-temp. org. uk/）に Employment 
Rights Act 1996 の一部が引用されていた。それによると，雇用者は被雇用者が Magistrate として
仕事する時間を有給休暇として許可しなければならないことになっている。
さて，手当である。これもこのウェブサイトにかなり詳細に具体的な金額が載っている（http://
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www. magistrates-association-temp. org. uk/allowances. php）。Financial Loss Allowance は，自営
業者の場合，4時間までが58.29ポンド，４時間以上は116.58ポンド，その他の場合，４時間までが
46.63ポンド，４時間以上は93.27ポンド。Subsistence Allowance は，ロンドン以外の１泊が100ポ
ンド，ロンドンでの１泊が120ポンド。そのほか車のガソリン代なども細かい規定がある。
実際にどのような場合に請求できるのかが不明なので，Magistrate としてふつうに仕事をした
場合，どれぐらいの手当が支給されるのかは分からない。ここでは，voluntary basis ではあるが，
相当額の手当もあるらしいということだけを指摘しておく。
ただし，《ふつうに生活している市民（ordinary people)が自発的な意思によって，地域の公共の
仕事に無償で携わる》という点が，Magistrate の根幹であることは銘記しておく必要があるだろう。
しかも，それはかなりの部分，タテマエではないのである。
Magistrates’ Association のウェブサイトの Why become a Magistrate? と題したページの冒頭に
は，次のようにある。
Magistrates are ordinary people serving their local community. Magistrates come from a wide 
range of backgrounds and occupations ― from bus drivers to architects, pilots to mechanics, 
nursery nurses to retired people , unemployed to teachers. They are ordinary men and women 
with common sense and personal integrity. 
＊
ケンブリッジにいてもインターネット社会の今日，遠い「異国」に興味のないイギリス人でなけ
れば，日本のもろもろのニュースはリアルタイムで知ることができる。今年５月に導入された裁判
員制度による判決はさきごろ100件を超えたという。
先に，ケンブリッジのMagistrates’ Court を見学した感想として，《同じ「司法への市民参加」
といっても，Magistrate と裁判員制度とでは何だか全然違うようだ―そんな思いが心に残った》
と記した。以下，その違いを整理してみよう。裁判員制度の解説は省略する。まことに大雑把だが，
しかし私自身，根本的な違いと考える点をあげる。　
①裁判員は裁判所が選任する。Magistrate は市民が自発的に応募する。
②裁判員は殺人罪など「重大な犯罪」を裁く。Magistrate は「軽微な犯罪」を裁く。
③裁判員は専門の裁判官と合同で判決を下す。Magistrate は法曹資格の者の助言を受け，独
自に判決を下す。
④裁判員は裁判に加わることに対して日当・旅費の支給を受ける。Magistrate は審理と判決
に関しては無報酬である。
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ここで２つの「司法への市民参加」制度の優劣を直接論じるつもりはない。だが，ベクトルが完
全に逆を向いていることは明らかだろう。日本で裁判員制度が論議されていたころ，日本のふつう
の市民（ordinary people）の一番の関心は，「裁判員に選ばれたとき，辞退することができるかど
うか」という点にあったのではないだろうか。
法務省が作った「裁判員制度Q&A」（http://www. saibanin. courts. go. jp/qa/index. html）を見
ると，３項目の「選任手続き」の中に「裁判員になることは辞退できないのですか」という質問が
あって，実にくわしく回答が示されている。日本のordinary people にとって「裁判員」はまずは
「辞退」を考える仕事なのに対して，Magistrate はイギリスの ordinary people の中の希望者が「応
募」する仕事なのである。
そもそも法体系も司法制度も大きく違うのだから，「裁判員」と Magistrate を直接比較しても意
味はないという意見もあるだろう。その通りだと私も思う。だが，非専門家の「特権」で言わせて
もらうと，両者の間には「それにしても……」という違いがあるのではないだろうか。これも非専
門家としての非学問的な想定だが，日本に Magistrates’ Court を導入したら，どうなるだろうか。
おそらく，Magistrate のなり手がなくて，制度は早々に崩壊するだろう。
裁判員制度は多くの国にある陪審制度とは違う日本独自のものである。法務省ホームページ英語
版では，The saiban-in (lay judge) system と表記している。カッコ内の lay judgeの lay は「非専門
家の」「素人の」といった意味だから，説明としてはまちがってはいない。裁判員制度に関する英
語文献を調べてみると，このほかに citizen judge system という言葉を使っているものも少なくない。
イギリスの法学専攻大学生が使う試験対策のごく一般的な参考書と思われる Tim Vollans & 
Glenn Asquish “English Legal System”（Oxford University Press，2009年）をのぞいてみると，第
６ 章 が Lay participation: Magistrates で あ る。 こ こ で も lay と い う 言 葉 が 使 わ れ て い る。 
Magistrate はイギリスで当然のごとく，司法への「一般人の関与」の具体的なかたちとして考え
られているのである。それはやはり１つの citizen judge system といっていいだろう。
国家から小さな市町村まで，さまざまな community がある。それを形づくるのが，ordinary 
people にほかならない。community の公共的側面との関係に着目したとき，ordinary people は， 
citizen と呼ばれることになる。司法は community の秩序維持に関わる公共的仕組みである。その
意味で，日本の裁判員にしても，イギリスのMagistrateにしても，ordinary people の citizen への
変身の具体的な姿にほかならない。
しかし，彼我の citizen 変身のありようの違いは明らかである。
＊
田中義久先生は1974年，『私生活主義批判―人間的自然の復権を求めて』を筑摩書房から刊行
している。1971年４月号の雑誌『展望』には，同書に収録されている「私生活主義批判―日本
的ニヒリズムを超えるために」が掲載された。
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30年以上も前の“若書き”の時評的な論文集を持ち出されて，田中先生は苦笑するかもしれない。
私にしても，「実物」はいま手元にないし，内容もほぼ忘却のかなたである。だが，駆け出しの新
聞記者としてこれらを読んだことはまちがいない。そこには日本的な〈公〉と〈私〉との「関係」
のゆがみに対する筆者の危機感があったように記憶している。
戦前の「滅私奉公｣ 的な〈公〉と〈私〉の「関係」にあっては，〈私〉を滅ぼすことが〈公〉に
つながった。戦後日本社会はこうした〈公〉と〈私〉の「関係」のゆがみを本当に克服することが
できているのか。田中先生の難解な社会学理論はほぼ私の理解のかなたにある。だが，私一個の勝
手な推論を許していただければ，こうした問いかけが田中先生を社会学研究に駆り立ててきた超学
問的動機ではないかという気がする。
ordinary people からcitizenへの変身にかかわって，私が痛感した裁判員と Magistrate の違いは，
つまりは〈公〉と〈私〉との「関係」のあり方の違いである。裁判員に関してまずは「辞退できる
かどうか」を考える日本の ordinary people は，いわばどっぷりと〈私〉に浸かっていて〈公〉へ
の回路がみえない。これに対して，Magistrate に応募するイギリスの ordinary people の場合，
〈私〉は〈公〉にしっかりとつながっている―ひとまず，こういう言い方はできるだろう。そし
て，〈私〉と〈公〉のつながりの望ましいかたちとしてはMagistrateの方が優れていることはまち
がいない。
だが，ここからイギリスには「まっとうな市民社会」があるが，日本には「まともな意味での市
民社会はない」といったふうに論を進めるのは性急である。これでは，戦後間もない時期，いっせ
いを風靡した素朴な近代主義と同じである。事態はもう少し複雑なのだ。
ここでも大雑把な議論をお許しいただきたいのだが，私が少し調べた実感では，イギリスで
Magistrate 制度が維持されている背景には，イギリス社会の階層性があるように思える。
イギリス社会の階層性については多くの指摘があるのでくわしくふれないが，イギリス社会に生
きるすべての ordinary people が Magistrate というかたちで〈公〉への回路を持っているわけでは
ないのではないかという気がするのである。確かにこれまで紹介したように，Magistrate への応
募は抽象的「よき市民」の規定を別にすれば広く門戸が開かれている。だが，いささか乱暴である
ことを承知で言えば，これはタテマエに過ぎないのではないだろうか。
前掲“English Legal System”に Magistrate の構成に関して興味深い記述があった。Magistrate 
全体の中でフルタイムの仕事からリタイアした人の比率は40パーセント以上だという。また職業
では，professional and managerial ranks 出身の人が増え続け，manual working occupations 出身の 
Magistrate はいまや全体の10パーセントしかいないそうだ。Magistrate の構成は地域社会を真に
反 映 し た も の で は な い と い う 指 摘 も さ れ て い る（ 同 書pp.137-138）。 お そ ら く は あ る 種 の 
affirmative action が行われていて，この数字なのである（ちなみに男女の比率は同数になるように
採用している）。
要するに，イギリスでは一般の市民がしっかりと〈公〉としての意識を持ち，そうした市民意識
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がMagistrate を支えているというふうにシンプルに考えると実はまちがいなのではないか。少な
くとも正確ではないように思える。階層構造がかなりはっきりしているイギリスでは，地域の中産
階級の人々の「自分たちが地域社会を担っているのだ」という市民意識が Magistrate を支えてい
るのである。
では，その余の ordinary people はどうしているのか。これから先はさらに憶断を重ねることに
なるのだが，manual working occupations を持ち，まっとうな暮らしをしている多数の人々のほか
にかなりのパーセンテージを占めるだろう parasite 生活を続ける人々がいるはずだ。国家その他
の公共機関から受ける各種 benefit はかつてほどではないにせよ，日本とは比較にならないほど充
実している。働かないまま（失業したまま），benefit によって，それなりに優雅な生活をしている
若者も少なくないと聞く。
Magistrate が示すイギリスの一見見事な〈私〉と〈公〉の「関係」は，一方に受益とのかかわ
りでしか〈公〉と「関係」を持たない人々の存在を許容しているともいえるだろう。Magistrates’ 
Court で裁かれる側の人々の大多数はむろん，後者ないしは後者の予備軍である。
日本の場合，イギリス中産階級的な〈公〉感覚を持つ人は少数派だろう。むしろ多くはイギリス
の Magistrates’ Court で裁かれる側の意識に近いかもしれない。だが，社会の運営・秩序維持と
いう観点からみると，必ずしも日本に比べてイギリスが勝っているわけではない。治安を含めた社
会の安全度やもろもろの効率性の次元でいえば，むしろ明らかに日本の方が優れている。ここでは
詳しく述べないが，効率に関していえば，こちらに来て何回「ここはイギリス。日本ではない」と
嘆息したことか。
さらに治安ということでは，犯罪について考えてみよう。犯罪はもっとも分かりやすい反〈公〉
的行為である。その実態には一定程度，住民の〈公〉意識が反映しているはずだ。この点でも日本
の“優位性”は明らかなようだ。参考のためにイギリス法務省の犯罪統計によって，ケンブリッジ
の犯罪状況の一端を紹介しておこう。2007－８年財政年度の数字である。警察に届けがあった認
知件数と考えていいだろう。
violence against the person 2,438（21）
sex offences 150（１）
burglary 1,365（12）
offences against vehicles  1,392（12）
カッコ内は人口1,000人当たりの件数である。ケンブリッジ市の人口は約12万人。ちなみにロン
ドン（大ロンドン）を見てみると，このカッコ内の数字上から３つはそれぞれ23，1，13である。
世界に冠たる学園都市ケンブリッジも治安の点では巨大都市ロンドンとそれほど差があるわけでは
ないようだ。
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＊
〈私〉と〈公〉の「関係」のあるべき姿は，簡単には見えてこない。出口の見つかりそうにない，
とりとめのない思考はこのあたりで止めておこう。
いま，パソコンに向かっている部屋からから銀世界が見える。数日前に降ったかなりの雪がまだ
溶けずに残っている。午後３時過ぎになると，もう薄暗い。日照時間が極端に短い。小文を書き次
いでいるうちに2009年もあと残り10日足らずになってしまった。
陽光が降り注ぐ「春」が待ち遠しい。あの草原では，牛たちと再会できるのだろうか。
